
学長メシセージ このところ、 京外大オーケストラの充実ぶりが話題になっているだけに、 容の
定期i!if炎会への!UH与もまた大きい 今回は、 チャイコフスキーの交�1li illl「：ι的Jが

メインだという。 ねにとっては、 保々な：包！いのこもる曲だ。 かつて私はく行き lI 

のね＞と題するエッセイにこう.!_l:t,,、たことがある。

「高校一年の夏、 父が・J�業に失敗し、 わが家の土地、 建物ばかりか.1i:1珂fJ· :rcや家
JM・まで一切を手放すことになったのだが、 そのなかで私がj止非残してほしかった

のは屯告だった。 今日でいえば，·：：，級オーデイオ・システムということになろうか。

この屯誌は、 恵まれた家庭であったとはいえ、 何でも両親からnってもらうのは
l＇..！.くないと思った店、が、 家;r�の手（.L；いということで松本から約二卜キロ高mれた北

アルプス笠山口の品々�i·fまで1111/tll lのたびに「l転車の荷台に楽を政んでー粁－•1q:

ぷ�I日Jl以必し、 そのお金をためて日ったものである。吹雪の日などはアルプスおろ

しでよrがちぎれるほど泊代、 勺の以辺で似んで柴が l市にばらまかれたこともあっ

た。 こうして、tjII午、111r1人lでも；wもrs＝っていなかった大きな··tUi；を特別m：丈で、しつらえ、 古来のHきなガー

ルフレンドにも来てもらってチヤイコフスキーの交料l�I第六書「悲愉」を'l�illil暗記するほどに聴き入った

りして、 とても臨しかったものである。

この·，[1$も入手lこ波ることになり、 両親は私が可ぶそうだからと、 店、の時ている聞にそっと述びII＇，すよ

うに手配を頼んだのだが、 私は刊さがして夜中に目が覚めてしまった ー｜；汚から屯誌を運び下ろすTf互い

の人の後ろ安が、 ／？でもはっきりと脳裏に焼きついているJ (f 111：：日新IJHJ . )L八七年卜 ー｝J . 一二六lI ) 
店、にとっては、 このような氾1いJれもある「悲的Jなので、 どうか：fi'i ·t不のWi奏で聴衆を魅fしてほしい

ものだ
東京外国語大学学長 lj I 鵬 首i #jt 't t与今明色

顧問あいさつ ねやかな陽ざしが｜怒りそそぐ！な ＂＇の新キャンパス。 外人・オケむここで2001年を
迎え、 新たな、 しかし、 いささか多維なスタートを切ることになった。純＇i''Iのた
めの卜分なスペースをH・つことは、 プロ、 アマ問わず、 すべてのオケにとっての

出願だが、 学生諸.fl"にはいまは我悦のII.＼＂＝と心1�；てほしい。 そんなハンデイにもか

かわらず、 今回のメーン『悲·lf!JのイI: I".がりは ｜：々だとll!Jく。 そもそも「悲恰Jの
,:rtiW.：は「パトス（ i'r'i1.-!':) Jo -1�1，えば、 チャイコフスキーは（E記的にじつに興味の＇��

きない人物だった。 同n愛がらみの白殺，託ほか.l�’々。 そして彼ほどこのわ、トス」

の信f!IJに身を捧げつくした人物も少ない 『悲伯jの行楽は、 泣からぬ死のJ�感に

l瓦｜えられた作曲家自身の「レクイエムjではなく、 むしろそれは、↑｝

ないまぜになつた「生．きるJ；立aιそのもののn－－楽なのである。

最後に、 常任m障者の橘11'(1'(先’j：＿はじめ、 トレーナーの先生}jのいつものilnl-/J、

いご配慮とご指導に心から！乱謝を1pし述べたいと思う。

東京外国語大学管弦楽団顧問 屯 山 郁 夫 亀山市？人

団長あいさつ 刷lはお忙しし、ti］、 点点外jJij語大ヴ：？？弦楽川郡611111定JUii炭炎会にお起こし阪さ、
まことにありがとうございます。 今lulで広述執行総は引j!Jとなるわけですが、 今
｜｜を迎えることができたのは多くの）Jの立えがあったからこそです。

昨年末から本楽｜羽の活動拠点：がJ(.frjtキャンパスとなりました。OB OGの｝j々に

よる＂�付金に頼らせてmきながら、4多似当初Jから引き続き多府教会にお111:,l丹にな

り、 また新たな練習場所として調布di XII的｜；市計者版護施設「なごみ」の地成交流

スペースを利用させていただきました。 このようなキャンパス付近での前助によっ

て、 移転？ー々地械のブi述と交流するnm：な機会もfりることができました
ご指導lNりました諸先生｝jをはじめ、 このl·"r01111を立えてくださったVr々械に

この坊をm＝りてl’，［くお礼申しi二げます。

東京外国語大学管弦楽団団長 ｜川
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常任指揮者 橘 直貴

札 幌 市出身 。 88年桐朋学園大学音 学部のホルン専攻 と しτ 入

学。 92年同大学卒業後、 研究科に進み、 94年 よ り97年ま世 間

大学の付 属機関であ る指径数室に在籍する。 これまでに、 指揮

を岡部守弘、 紙奇一街、 湯浅勇 治、 黒岩英臣の各氏に、 ホルン

を安 原正幸氏、 チ ェ ンバロを鍋 島元子氏 （ 故人 ） に師事するJ ま

た 、 大学在学中 よ り 、 シエナ ・ ウ イ ンドオ ー ケス卜ラに入団、95

年4月まで同団のホルン奏者を務める。 現在、 各地のオーサス

トラ、 合唱団の指f章者、 J.,Zびトレーナーとして活動してい る 。

21111：紀を迎え、 既に 4 ヶJiを過ぎようとしています 冬が去り、 容も‘！と ばを過ぎました。 木々には品が
1Viえて、 化がl咲く、 段々の及は・ぬところで季節は巡り地球は｜叫る この よ うな当たり 1ilf のことが訟にb 、
もっと広j主 に比えさ’ る何か大きな）J の働きかけのように！ιえてなりません。 人とのIll会いや日ljれもliJ+，� I .こ 、
(11J か大きな)Jのようなものが人と人とを出 会わせて、 また別 れさせる。 そんな運命の糸 をたくるものd
体何なのだろうか？と思う、この季節でもあります。

このl 11: 1111、 外語大オーケストラにとっては、 まさに..A'.H！のii：であったように思います
キャンハス移似に伴って、t':J分たちのお！！＇flする会JJ)jがし、ちじるしく制m�されてしまったのです オーウiス
トラの場介、みんなでひとつの汗楽をおIJる、 その1ilf拠としてl’l分たちがそれぞれにちゃんと糾！�ηがII', �dて

いゐ、 ということが不可欠となります 例 人純ザ！ とはi'I分の('j-を聴くこと、 それはとりも ， �（さず 自分 dの
�J,; riをすることです。 それが合従になったII.＼：・ 、今出は i"i·を介して 他人との士.J,i,fjをする、 というのがオ斗ケ
ストラの�� t'(でありましょう。 従ってそのフロセスがどこか · ；�1；でも欠けてしまうことで、 メンバ－ -fli L 

ぞれが!'I分 l ’ i 身にムjし納仰のいかないままに、 イt�に IU；；まなくてはいけない状況もあったように犯に叫比
交けられました。 しかしそん な；IJ(i)Cのlj • で、も：必死に、よい （'j·裂をおljろうと食 ら いつ いてくる↑！？然、 ひた｜ む
きさ、そして！＇£ 1fri 11さ。 これは彼らのどこから坊さいづるものだろうと、 時に圧倒される思いを！岳じ 土し

た。 Wiらはオーケストラi目i1ihをj凶じて 、幾多の－，·，·，：労を.Jfaり位えてきたという忍耐強さと知忠を、 このl ？ド
問 JI.；に学んだのではないだろうか、 とも.mうのです。 そして彼らのそんな 「思いJ は,j�日のがi 突をj凶じて、 h·
Hこの会場でいかんなく発jlj！されるに逃いない、 店、はそういじております。

． 

新年度を迎えて、 外語大オーケストラも祈 4 111111＝.はこのi!.ii1話会で執行部のN�を次の学年に�j'�ることにな
ります。 析しい.Q.Iりくが、 新しい伝統を制みl：げるべく、J}d見l沈々と待ち悦えているように感じられます 怜
までこの －年、 このオーケストラを支えるべくq1心になりがんばってきた新4 111111＝.それぞれは、 次二l’l �）－ 
を’I.かすステージを絞索していくに述いないでしょう その）.［象がどんなことであっても勿市 川わないk
忠� .ます しかし、 長しいものを ぷ 直に美しいと感動できる今の感性をこれからも大 切 に1rみながら、 判．
会にII'.ていくi\fH1mmJ 1:1Jに入っていってほしいと思います そして思版 深 さ と 、大JJ旦さをJI.；に(jf：せ 持ちなか
ら、l’l分をi比大IU�にi,r，－かせる場ーをさらに迫い；jとめていってほしいと！頗うのです。 ｜ 

新4 111111：は この i イ 1 ° 1nJノド、 円 に 玲’i�.長って 、 外，， m大オーケス ト ラ をまとめて くれたと思います。 そのこと仁

川し怜して外語大オーケストラ剖山こと 山て も とこカで附附るというこ L心から感謝したいと込lいます。

をあtけてほしいと 私は願います。 Mか ひとつでも l’ ｜分で来 日出が iii" i 1'iできることは、その人の11:. illfにおいセ
の’j；：ではないか、と！とい、ます。 そしてどこかであtけていればきっと、 運命の判If；（｛が店、述をどこかで川び引
き合せてくれることでしょう。 そのII を心／.＇j：ちにしたいと.＇llいます

,j� I l はようこそおいで下さいました 故後までごゆっくりお総き下さし、。

2001 fド4 JI 10 II 

捕 直 l'i' （たらばななおた州）
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東京外語大学管弦楽団

第61固定期演奏会

ヨハン ・シュトラウスE世 ワルツ「春の声」作品410
Johann Strauss E ”Voices Of Spring”，Waltz,Op.4 10 

ロッシーニ 歌劇「セピリャの理髪師J序曲
Gioacchino Rossini Opera ”The Barber Of Saville”，Overture 

休 憩

チャイコフスキー 受響曲第6番 ロ短調 作品74「悲憶」

Peter llyich Tchaikovsky 
Symphony No.6 in B minor,Op.74”Pathetique” 

I Adagio-Allegro non troppo 
JI Allegro con grazia 
][ Allegro molto vivace 
W Finale: adagio lamentoso 

指揮 橘 直貴

2001年4月28日（土） 14 : 00開演

ルネこだいら 大ホール
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。
Peter Ilyich Tchaikovsky 

Symphony No.6 in B minor,Op.74”Pathetique” 

Gioacchino Rossini 

Opera”The Barber Of Saville”，Overture 

Johann Strauss II 

”Voices Of Spring",Waltz,Op-410 


